
３）財務諸表に対する注記
重要な会計方針

１．有価証券の評価基準及び評価方法
ａ 満期保有目的の債券………償却原価法（定額法）によっている。
ｂ その他の有価証券

時価のあるもの……………決算日の市場価格等に基づく時価法によっている。

２．引当金の計上基準
役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支給に備えるため、当期末における退職慰労金見積額（選考委員
退職金（５００千円）を含む）を計上している。

３．基本財産の増減額及びその残高
１）当期における基本財産の増減はありません。
２）基本財産の残高は次のとおりである。

（単位：円）

株式 ライオン㈱株券

２８６，０００株 ７５，０００，０００

投資信託（アライアンスハイブリッドビー） １０，０００，０００

定期預金（UBS銀行） １０，０００，０００

基 本 財 産 合 計 ９５，０００，０００

４）附 属 明 細 書
１．基本財産及び特定資産の明細

区分 資産の種類 期首帳簿価格 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価格

基本財産 有価証券（ライオン㈱株式 ２８６千株） ７５，０００，０００ ０ ０ ７５，０００，０００

投資信託（アライアンスハイブリイドビー） １０，０００，０００ ０ ０ １０，０００，０００

定期預金（UBS銀行） １０，０００，０００ ０ ０ １０，０００，０００

基本財産計 ９５，０００，０００ ０ ０ ９５，０００，０００

特定資産 研究助成基金 ２５９，４５３，７２８ １７，０００，０００ ０２７６，４５３，７２８

特定資産計 ２５９，４５３，７２８ １７，０００，０００ ０２７６，４５３，７２８

２．引当金の明細

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
使用目的 その他

役員退職慰労引当金等 ２，４００，０００ ０ ０ ０ ２，４００，０００

引当金計 ２，４００，０００ ０ ０ ０ ２，４００，０００
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